
92%
対面による面会の
再開を予定しています

第8波感染状況調査を実施しました

63%

71%

80%

74%

令和4年12月から令和5年2月までに感染が
発生した施設の割合

上記の感染のあった施設のうちクラスター（5
名以上の感染）が生じた割合

感染拡大防止（ゾーニング等）の初動対応を1
時間以内に完了した施設の割合

施設内療養で感染対応に必要な経費負担に
不安がある施設の割合

東京都社会福祉協議会 高齢者福祉施設協議会では、令
和5年3月から4月にかけて会員である都内577の高齢者施
設を対象にWEBで調査を実施しました（回答率57.4％）。

施設の感染防止対策は継続:

いまだに多くの方が感染しています。集団生活で
ある施設では、感染拡大リスクが高いため、5類へ
移行しても施設では感染防止・拡大対策を継続
していきます。

感染防止へのご理解とご協力を:

面会等で施設を訪れる方には、マスク着用をはじ
めとする施設内での基本的な感染防止対策にご
理解とご協力をお願いします。

公的支援の継続を希望します:

5類移行後も新型コロナウイルス感染症対策を
継続する施設では、国や東京都による公的支援
が必要です。引き続き施設内療養等への支援を
望みます。

高齢者福祉施設は、コロナ禍の3年間で
培った感染症防止・拡大防止の経験を
活かして利用者支援に取り組みます。

（東京都高齢者福祉施設協議会 新型コロナウイルス感染症対策委員会）

高齢協会員施設での
新型コロナウイルス感染症対応は新たな局面へ

※感染拡大防止には迅速な初期対応が重要であるといわれています。
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